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日露対話「複雑化する北東アジア情勢と日露関係」
　グローバル・フォーラム（GFJ）は、

ロシア科学アカデミー（RAS）との共

催により、12月４日、東京で「日露対

話：複雑化する北東アジア情勢と日露

協力の可能性」を開催した（写真）。

　冒頭の開幕挨拶のなかで、伊藤憲一

GFJ代表世話人は、本日の「対話」は、

必ずしも領土問題のみをテーマとする

ものではないが、第二次世界大戦後の

国際秩序を構成する普遍的価値観は、

大西洋憲章、カイロ宣言、国連憲章な

どであって、そのいずれもが「領土不

拡大」主義を貫いているとして、とく

にカイロ宣言が「（日本は）暴力およ

び貪欲により略取した地域（満州、台

湾、朝鮮など）以外からは駆逐されな

い」と述べていることを指摘した。

　このような問題意識から、当日は、

ロシア側より、ヴァレンティン・セル

ギエンコRAS副総裁兼極東支部会長、

ヴィクトル・ラーリンRAS極東支部

副会長、ヴィクトル・ゴルチャコフ元

ロシア沿海地方立法議会議長、ピョー

トル・バクラノフRAS極東支部太平

洋地理学研究所長、セルゲイ・ペスツォ

フRAS極東支部アジア太平洋研究セ

ンター主任研究員の５名を東京に招聘

し、袴田茂樹GFJ有識者メンバー（新

潟県立大学教授）、森本敏GFJ有識者

メンバー（拓殖大学総長）、廣瀬陽子

GFJ有識者メンバー（慶應義塾大学教

授）、鈴木馨祐GFJ政治家世話人（財

務副大臣）などの日本側参加者総勢

109名と活発な「対話」を行った。

　特に注目された発言のみ、つぎの通

り。

●ヴィクトル・ラーリン氏：北東アジ

アで、露日双方が、それぞれ対中関係

を重視しており、露日関係改善は両国

の外交アジェンダの上位にはない。露

日双方の国内で、二国間関係を変えよ

うとする勢力がないのが問題だ。

●袴田茂樹氏：長い間日本は、「政経

不可分」の方針で領土交渉に臨んでき

たが、その後、「拡大均衡」の方針へ

と推移し、この方針は今でも有効であ

る。他方、これまで何十年にもわたり

日本政府が一貫して進めてきた領土交

渉の努力が、最近、否定、あるいは後

退していることに危機感を覚える。

●ピョートル・バクラノフ氏：「環日

本海インフラ輸送リング」構想を提唱

したい。同構想には、港湾建設や鉄道

敷設、ガスパイプライン建設等も含ま

れており、日本海周辺の大規模な国際

統合帯形成の基礎となる可能性がある。

●ヴィクトル・ゴルチャコフ氏：北極

海開発は、ロシアにとっての「一帯一

路」に匹敵する。ロシアの今後の発展

の可能性は太平洋と北極海にある。日

本の協力に期待したい。

AI時代の国際政治を迎えるにあたって
　第306回国際政経懇話会は、９月12

日に軍学者の兵頭二十八氏（写真中央）

を講師に迎え、「AI時代の国際政治」

ボット運転自動車が普及すると、配車

サービス業界は大発展する反面、自家

用車の「私有」はほとんどの世帯にとっ

て無用となり、自動車産業が衰退する

かもしれない。そうなった後の日本経

済をどう回していけばよいのか、今か

ら官・学・民で考えておく必要がある。

9000万人が働かない日本社会、９億人

が働かない中国社会の消費構造が、一

体どうなるのか、今から真剣に考える

必要がある。

と題して、次のような講話を聴いた。

　AI（人工知能）は世界を安定させ

るか、あるいは混乱させるか、と問う

たならば、答えは後者である。AIに

よる混乱から社会を守る要諦は、「古

い技法の温存」しかない。例えばGPS

信号を敵国によって撹乱されても、古

い方位磁石があれば、最低限、概略の

ナビゲーションはできる。今後、AI

がもたらす中期的な社会へのインパク

トは「失業」である。例えばもし、ロ

・ ・ ・
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「一帯一路」日中協力と日本
駒澤大学教授／ GFJ有識者メンバー　三船　恵美

　グローバル・フォーラムのホームページ（http://www.gfj.jp）上のe-論壇「議

論百出」への最近３ヶ月間の投稿論文を代表して、下記論文を紹介する。

議論百出から

９月１日、11月１日　『メルマガ・グ

ローバル・フォーラム』（通巻第

84号、第85号）発行

９月12日　第306回国際政経懇話会（軍

学者の兵頭二十八氏他22名）

10月１日、12月１日　『GFJ-E-Letter』

（通巻第70号、71号）発行

11月７日　第149回外交円卓懇談会（金

在信韓国国立外交院日本研究所顧

問他22名）

12月４日　日露対話「複雑化する北東

アジア情勢と日露協力の可能性」

（Valentin SERGIENKOロシア科

学アカデミー副総裁兼極東支部会

長、伊藤憲一GFJ代表世話人、袴

田茂樹新潟県立大学教授、廣瀬陽

子慶應大学教授等109名、国際文

化会館にて）

　11月７日、金在信韓国国立外交院日

本研究所顧問（写真）は、当フォーラ

ムの第149回外交円卓懇談会において、

標題のテーマについて、次のように

語った。

　本年は金大中元大統領と小渕恵三元

首相が締結した「韓日パートナーシッ

プ宣言」から20周年を迎えた。

　過去20年間の韓日関係を振り返る

と、両国関係は、この宣言が締結され

た1998年頃がピークであった。その背

景には、1988年のソウル五輪の成功で

韓国の力を世界に示すことができた他

2002年ワールドカップ日韓共同開催や

日本での「韓流ブーム」などにより人

的・文化交流が活発化し、両国間で親

近感が高まったことが挙げられる。

　しかし、こうした非政治分野での韓

日交流が盛んに行われる一方、歴史認

識の違いによって韓日関係が悪化する

という構図は残されたままだ。最近の

世論調査によると、韓国の若者の間で、

日本の「居酒屋」が人気で、対日イメー

ジは向上している。今後、こうした認

識を、いかに歴史認識によって悪化さ

せないかが課題だ。

　2020年は、東京五輪の開催に加えて、

韓日国交正常化55周年でもあり、この

年を一つの契機として、両国の関係を

深化させるべきだ。・
・
・

■新規メンバーの紹介（11月分）

【有識者メンバー】

常盤伸　東京新聞外報部次長

・ ・ ・

　さる９月４日、中国とアフリカ53カ

国の首脳等が参加する「中国・アフリ

カ協力フォーラム（FOCAC）北京サ

ミット」（於：北京人民大会堂）が開

催された。FOCACでは、今後３年間

の協力の行動綱領となる「より緊密な

中国アフリカ運命共同体の構築に関す

る北京宣言」と「FOCAC北京行動計

画」が採択された。同計画では、人材

育成のためにアフリカのエリート1000

人の研修提供、５万人への奨学金授与

などが含まれ、中国によるソフト面で

の影響力拡大が読みとれる。また、

FOCACで、中国はアフリカに対して

「５つのない」を要求した。すなわち、

（１）発展の道を探ることに干渉しな

い、（２）内政に干渉しない、（３）自

らの意志を他国に押しつけない、（４）

対アフリカ援助においていかなる政治

的条件もつけない、（５）対アフリカ

投資・融資において政治的私利を謀ら

ない、の５点である。これはまさに「ワ

シントン・コンセンサス」への挑戦で

あり、支援対象国に民主化や自由化な

どを求めない「北京コンセンサス」へ

の呼び込みであろう。日本政府は日中

関係が「正常に戻った」と強調する。

しかし、「一帯一路」を念頭に進めら

れる第三国における日中協力が日本に

もたらすのは、Win-Winの関係なの

だろうか。Lose-Winで失うことにな

るのは、日本が掲げる「価値観外交」

への国民の信頼や誇りではなかろう

か。 （2018年10月2日付投稿）

11/27　「北方領土は戻らず棚上げのま

まか」（中村仁）

10/17　「憲法９条１項における『国際

紛争』」（緒方林太郎）

10/１　「社会科学と哲学・人文学の境

界」（池尾愛子）

10/１　「安倍内閣に対する世界の関

心」（真田幸光）

９/11　「リラ急落で中国に急接近する

トルコ」（六辻彰二）

９ /４　「憲法改正における防衛関連

条項」（佐藤有一）

最近３ヶ月間で注目されたその他の論文

―・・・―

韓日関係の現状を
どう見るか

グローバル・フォーラム活動日誌（９－12月）
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